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�1
　
は
じ
め
に
�

�
南
米
の
農
業
大
国
で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

は
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
等
の
主
要

輸
出
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
国
の
農
産
物

生
産
、
農
業
政
策
お
よ
び
輸
出
政
策
の
動
向

は
国
際
食
糧
需
給
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し

て
い
る
。
我
が
国
と
の
農
産
物
貿
易
関
係
は

小
規
模
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
旧
来
か
ら
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
、
牛
肉
の
輸
出
に
加

え
、
大
豆
生
産
の
急
激
な
拡
大
に
伴
い
、
近

年
、
中
国
へ
の
大
豆
輸
出
の
急
速
な
伸
長
や

大
豆
油
、
粕
の
世
界
輸
出
量
に
お
け
る
過
半

の
占
有
な
ど
今
後
の
同
国
の
農
産
物
生
産
お

よ
び
輸
出
動
向
は
、
国
際
市
場
、
ひ
い
て
は

我
が
国
の
農
産
物
輸
入
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
当

研
究
所
に
お
い
て
は
、
主
要
国
の
一
つ
と
し

て
同
国
の
農
産
物
生
産
、
農
業
政
策
お
よ
び

輸
出
政
策
の
動
向
等
を
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
本
稿
に
お

い
て
は
、
最
近
の
情
報
を
含
め
た
、
同
国
の

農
業
情
勢
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
同
国
の
輸
出
イ

ン
フ
ラ
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。�

��
2
　
農
業
概
況
�

�
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
農
業
は
、
肥
沃
な
土
壌
、

温
暖
な
気
候
、
適
度
な
降
雨
お
よ
び
海
運
の

便
の
良
さ
と
い
う
条
件
に
恵
ま
れ
た
パ
ン
パ

地
方
を
中
心
に
発
展
し
て
き
て
い
る
。
２
０

０
２
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に
用
い
ら
れ
た
地
域

区
分
を
第
1
図
、
地
域
区
分
ご
と
の
農
用
地

面
積
、
人
口
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
主
要
農
産

物
で
あ
る
大
豆
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ひ
ま
わ
り
の
生
産
量
、
牛
の
頭
数
の
割
合
を

第
2
図
に
示
す
。
同
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、

国
土
面
積
2,
7
8
0
千
k
2
m
の
う
ち
農
用

地
は
1
2
4
百
万
ha
（
国
土
の
45
％
、
耕
地

24
百
万
ha
、
放
牧
地
1
0
0
百
万
ha
）
で
あ

る
。
農
業
経
営
体
数
は
3
3
3.
5
千
で
あ

り
、
土
地
所
有
は
平
均
で
5
8
8
ha
、
5
千

ha
以
上
所
有
す
る
経
営
体
（
全
体
数
の
2
％
）

で
土
地
全
体
の
50
％
を
所
有
し
て
お
り
、
独

立
以
降
進
ん
だ
大

土
地
所
有
制
が
現

在
ま
で
続
い
て
い

る
。
農
作
業
は
大

型
農
業
機
械
を
装

備
し
た
受
託
組
織

に
よ
る
も
の
が
農

業
生
産
の
半
分
を

占
め
て
い
る
。�

人
口
は
豊
富
な

農
業
生
産
力
に
比

べ
る
と
小
さ
く
、

２
０
０
９
年
は
約

4
千
万
人
、
人
口

増
加
率
も
1
%
未

満
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
将
来
的
に
も
高
い
輸
出
余
力
を
保

持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
農
産

物
お
よ
び
こ
れ
に
由
来
す
る
製
品
は
輸
出

全
体
の
半
分
を
占
め
、
経
済
の
根
幹
を
な

し
て
い
る
。
２
０
０
８
年
の
輸
出
総
額
は

7
0,
5
8
9
百
万
ド
ル
、
そ
の
う
ち
農
業

一
次
産
品
1
5,
2
1
7
百
万
ド
ル
、
農
産

物
由
来
製
品
2
4,
0
5
0
百
万
ド
ル
、
合

わ
せ
て
約
56
％
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
０
１

年
の
経
済
危
機
に
際
し
て
再
導
入
さ
れ
た
農

産
物
へ
の
輸
出
税
は
財
政
に
貢
献
し
、
債
務

返
済
不
履
行
に
陥
っ
た
経
済
危
機
か
ら
の
建

て
直
し
に
寄
与
し
て
い
る
。
政
府
は
、
国
内

消
費
向
け
農
産
物
の
価
格
安
定
を
図
る
た
め
、

輸
出
税
の
ほ
か
に
輸
出
の
数
量
規
制
、
登
録

制
度
等
の
輸
出
管
理
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
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第2図　農用地、人口、主要農産物生産量、牛頭数の地域区分ごとの割合�
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�

�

の
た
め
、
政
府
と
農
牧
団
体
と
は
対
立
関
係

に
あ
り
、
特
に
、
２
０
０
８
年
3
月
、
世
界

的
な
穀
物
価
格
上
昇
を
背
景
に
、
政
府
が
輸

出
価
格
に
連
動
す
る
仕
組
み
の
増
税
を
図
ろ

う
と
し
た
際
は
、
対
立
が
激
化
し
、
農
牧
団

体
等
に
よ
る
出
荷
停
止
や
道
路
封
鎖
が
行
わ

れ
、
国
会
を
巻
き
込
む
事
態
に
発
展
し
た
結

果
、
増
税
案
は
否
決
さ
れ
た
。
２
０
０
８
年

12
月
24
日
以
降
適
用
さ
れ
て
い
る
税
率
は
、

小
麦
23
%
、
大
豆
種
子
35
%
、
大
豆
油
・
粕

32
%
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
20
%
、
ひ
ま
わ
り
油

30
%
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。�

�　
�
3
　
農
産
物
の
生
産
状
況
�

�穀
物
、
油
糧
種
子
、
工
芸
作
物
の
う
ち
作

付
面
積
上
位
品
目
の
作
付
面
積
、
生
産
量
お

よ
び
単
収
の
１
９
７
０
/
７
１
〜
２
０
０
８

/
０
９
年
の
推
移
を
第
3
〜
5
図
に
示
す
。

大
豆
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ひ
ま
わ
り

の
上
位
4
品
目
で
全
作
付
面
積
の
約
90
％
を

占
め
る
。�

作
目
別
の
推
移
を
み
る
と
、
大
豆
の
栽
培

は
70
年
代
以
降
大
幅
に
増
加
し
、
特
に
、
１

９
９
６
年
に
除
草
剤
耐
性
大
豆
の
栽
培
が
承

認
さ
れ
た
後
、
導
入
が
急
速
に
進
み
、
99
%

が
G
M
O
種
と
な
る
と
と
も
に
、
作
付
面
積

お
よ
び
生
産
量
は
倍
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体

の
過
半
を
占
め
て
い
る
。
経
済
的
に
不
利
な

作
物
か
ら
の
転
換
、
小
麦
と
の
2
毛
作
の
実

施
、
そ
れ
ま
で
雑
草
が
優
勢
で
放
牧
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
土
地
で
除
草
剤
利
用
に

よ
る
大
豆
栽
培
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
放
牧
地
は
パ
ン
パ
地
方
の
中
心
部
か
ら

外
縁
部
さ
ら
に
外
側
へ
押
し
出
さ
れ
る
よ
う

に
拡
散
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
豆
の
単
一
栽
培
に
よ
り
土
壌
侵
食
が
進
み
、

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
不
耕
起
栽
培
が
、
作

業
の
省
力
化
へ
の
効
果
も
あ
い
ま
っ
て
普
及

し
て
い
る
（
２
０
０
６
/
０
７
年
で
作
付
面

積
の
3
/
4
程
度
）。�

小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
作
付
面
積
に
つ

い
て
は
毎
年
変
動
す
る
も
の
の
均
す
と
ほ
ぼ

一
定
で
あ
り
、
生
産
量
に
関
し
て
は
、
毎
年

変
動
し
な
が
ら
単
収
の
増
加
に
よ
り
、
ほ
ぼ

倍
増
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
イ
麦
、

飼
料
用
大
麦
、
亜
麻
は
10
分
の
1
以
下
に
減

少
し
て
い
る
。�

こ
の
他
、
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
な
い
た
め

図
示
し
て
い
な
い
が
、
さ
と
う
き
び
が
２
０

０
４
/
０
５
年
、
約
30
万
ha
で
17
百
万
ト
ン
、

マ
テ
茶
が
同
年
19
万
ha
で
78
万
ト
ン
な
ど
が

生
産
さ
れ
て
い
る
。
米
は
北
東
部
の
パ
ラ
ナ

川
等
河
川
沿
い
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
２
０

０
８
年
は
約
18
万
ha
で
1,
2
4
6
千
ト
ン

が
生
産
さ
れ
、
4
0
9
千
ト
ン
が
輸
出
さ
れ

た
（
ブ
ラ
ジ
ル
等
米
州
内
へ
83
%
）。
そ
の

他
の
農
産
物
と
し
て
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
果

樹
5
4
4
千
ha
（
ぶ
ど
う
、
柑
橘
類
、
オ
リ

ー
ブ
、
リ
ン
ゴ
、
バ
ナ
ナ
他
）
、
野
菜
類

4
1
0
千
ha
（
い
ん
げ
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
た
ま
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
他
）
な
ど

広
範
な
国
土
に
お
け
る
多
様
な
地
理
、
気
候

条
件
を
利
用
し
た
多
種
多
様
な
農
産
物
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
�

２
０
０
８
/
０
９
年
の
生
産
量
は
前
年
の

豊
作
に
比
べ
、
小
麦
49
%
減
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
43
%
減
、
ひ
ま
わ
り
35
%
減
、
大
豆
31
%

減
な
ど
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
の
は
主
要

生
産
地
域
に
お
け
る
干
ば
つ
の
た
め
で
あ
る
。

２
０
０
８
年
の
年
間
降
水
量
は
１
９
６
１
年

か
ら
１
９
９
０
年
の
平
均
と
比
較
し
て
40
〜

60
％
に
留
ま
っ
た
。
２
０
０
９
年
に
入
っ
て

も
少
雨
傾
向
が
続
き
小
麦
の
作
付
け
が
遅
れ

て
お
り
、
２
０
０
９
/
１
０
年
の
作
付
面
積

は
2
7
5
万
ha
（
例
年
よ
り
小
さ
か
っ
た
昨

年
の
さ
ら
に
42
%
減
）
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

過
去
最
も
高
か
っ
た
２
０
０
７
/
０
８
年
の

単
収
を
適
用
し
て
も
8
百
万
ト
ン
に
は
届
か

な
い
。
干
ば
つ
に
よ
り
畜
産
も
含
め
農
家
は

大
き
な
被
害
を
被
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
対
す

る
政
府
の
救
済
措
置
は
、
所
得
税
等
の
支
払

い
期
限
猶
予
が
取
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。�

栽
培
時
期
は
北
半
球
の
逆
で
、
小
麦
は
、

播
種
4
月
〜
9
月
、
収
穫
10
月
〜
1
月
、
大

豆
は
、
播
種
10
月
〜
1
月
、
収
穫
3
月
〜
6

月
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
播
種
7
月
〜
1
月
、

収
穫
3
月
〜
7
月
、
ひ
ま
わ
り
は
、
播
種
6

月
〜
1
月
、
収
穫
2
月
〜
5
月
と
、
栽
培
地

域
の
広
さ
を
反
映
し
期
間
に
幅
が
あ
る
。�

��4
　
農
産
物
の
輸
出
状
況
�

�大
豆
は
種
子
、
油
、
粕
の
形
で
、
油
の
数

%
が
国
内
消
費
さ
れ
る
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
全
量

が
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
８
年
は
、
種

子
は
約
12
百
万
ト
ン
、
中
国
へ
76
％
他
世
界

各
国
（
日
本
へ
15
百
ト
ン
）、
大
豆
油
は
約

5
百
万
ト
ン
、
中
国
に
29
%
、
エ
ジ
プ
ト
、

イ
ン
ド
各
9
%
他
世
界
各
国
（
日
本
へ
6
百

ト
ン
）、
大
豆
粕
は
約
25
百
万
ト
ン
、
E
U
各

国
に
58
%
他
世
界
各
国
（
日
本
へ
8
千
ト
ン
）
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と
な
っ
て
い
る
。
増
大
す
る
生
産
量
に
合
わ

せ
て
民
間
企
業
に
よ
る
国
内
の
加
工
処
理
能

力
の
増
強
が
サ
ン
タ
フ
ェ
州
内
の
ロ
サ
リ
オ

か
ら
サ
ン
ロ
レ
ン
ソ
に
か
け
て
の
パ
ラ
ナ
川

沿
岸
地
域
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ト
の
更
新
や
新

設
に
よ
り
図
ら
れ
て
お
り
、
処
理
能
力
が

1
9
9
6
年
日
量
64
千
ト
ン
か
ら
2
0
0
6

年
に
は
1
4
9
千
ト
ン
に
拡
大
し
て
い
る
。�

小
麦
は
国
内
消
費
の
残
分
が
輸
出
さ
れ
て

い
る
。
一
人
あ
た
り
年
間
消
費
量
は
1
1
5

kg
程
度
で
あ
る
。
2
0
0
8
年
は
輸
出

4,
0
3
5
千
ト
ン
の
う
ち
ブ
ラ
ジ
ル
48
％
、

ア
フ
リ
カ
27
%
、
そ
の
他
中
南
米
13
%
他
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
小
麦
粉
と
し
て

9
6
3
千
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
（
ブ
ラ

ジ
ル
64
%
、
そ
の
他
中
南
米
34
%
）。
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
小
麦
は
か
つ
て
品
種
分
け
、
等

級
分
け
が
な
さ
れ
ず
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
た

め
、
90
年
代
以
降
の
品
種
別
買
付
方
式
に
変

わ
っ
た
国
際
市
場
に
お
い
て
不
利
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
国
際
競
争
力
を
付
け
る
た
め
政

府
に
よ
り
、
２
０
０
３
年
「
小
麦
品
質
国
家

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
制
定
さ
れ
、
行
政
、
研
究

機
関
、
小
麦
生
産
流
通
関
係
者
に
よ
っ
て
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。�

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
配
合
飼
料
、
食
品
加

工
業
等
国
内
向
け
の
残
分
が
種
子
で
輸
出
さ

れ
て
い
る
。
2
0
0
8
年
は
約
15
百
万
ト
ン

が
世
界
各
国
（
日
本
75
千
ト
ン
）
へ
輸
出
さ

れ
て
い
る
。
ひ
ま
わ
り
は
ほ
と
ん
ど
が
精
油

さ
れ
国
内
消
費
残
分
の
1
1
9
万
ト
ン
が
世

界
各
国
（
日
本
5
千
ト
ン
）
へ
輸
出
さ
れ
て

い
る
。�

畜
産
分
野
で
は
、
伝
統
的
に
牛
を
中
心
と

し
た
牧
畜
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
食
生
活

も
牛
肉
が
中
心
で
あ
り
、
2
0
0
8
年
は
、

約
3,
1
1
3
千
ト
ン
が
生
産
さ
れ
、
そ
の

う
ち
2,
6
8
2
千
ト
ン
（
1
人
あ
た
り
年

間
67�
kg
）
が
国
内
消
費
さ
れ
、
残
り
4
2
9

千
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
た
（
重
量
ベ
ー
ス
で
は

ロ
シ
ア
に
21
%
、
香
港
9
%
他
世
界
各
国
、

金
額
ベ
ー
ス
で
は
高
級
部
位
を
輸
出
す
る
ド

イ
ツ
他
E
U
諸
国
に
38
%
、
ロ
シ
ア
14
%
他
）。�

こ
の
他
、
鶏
肉
に
関
し
て
１
９
９
０
年
代

以
降
、
経
済
危
機
の
時
期
を
除
い
て
、
生
産

量
、
国
内
消
費
は
増
加
し
、
輸
出
規
模
は
世

界
的
に
は
ま
だ
小
さ
い
も
の
の
、
２
０
０
２

年
以
降
純
輸
出
に
転
じ
、
輸
出
量
は
拡
大
し

続
け
て
い
る
。
２
０
０
８
年
は
生
産
量

1
4
0
万
ト
ン
（
対
前
年
13
%
増
）、
輸
入

1.5
万
ト
ン
（
同
17
%
減
）、
国
内
消
費
1
人

あ
た
り
年
間
31�
kg
、
全
体
で
1
2
5
万
ト
ン

（
同
10
％
増
）、
輸
出
16
万
ト
ン
（
同
30
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。�

��5
　
農
産
物
の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
�

�ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
主
要
港
ご
と
の
農
産
物

輸
出
の
推
移
（
上
位
3
港
に
つ
い
て
は
種
子
、

油
脂
、
副
産
物
別
）
を
第
6
図
に
示
す
。
１

９
９
３
年
の
23
百
万
ト
ン
か
ら
２
０
０
７
年

の
74
百
万
ト
ン
ま
で
3
倍
以
上
に
増
加
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
急
増
す
る
農
産
物
に
対
す
る

輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
に
つ
い
て
、
農
牧
畜

漁
業
食
糧
庁
お
よ
び
運
輸
関
連
機
関
の
資
料

を
も
と
に
概
観
す
る
。�

同
国
の
農
産
物
の
輸
送
方
法
は
国
内
輸
送

の
場
合
、
84
%
が
ト
ラ
ッ
ク
、
14.
5
%
が
鉄

道
、1.5
%
が
は
し
け
、
輸
出
の
場
合
、90
%
が

海
運
、
7
%
が
ト
ラ
ッ
ク
、
残
り
は
鉄
道
お

よ
び
は
し
け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
農
産
物

お
よ
び
副
産
物
の
輸
送
に
は
す
べ
て
の
輸
送

手
段
の
相
互
連
絡
が
必
要
で
あ
り
、
道
路
、

鉄
道
、
内
陸
水
運
、
海
運
を
複
合
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。�

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
迅
速
で
融
通
が
効
く
こ

と
か
ら
、
国
内
輸
送
に
占
め
る
割
合
が
高
い
。
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動向解析�

その他港湾�

ネコチェア�

バイアブランカ�
（副産物）�

　〃　　 �
（油脂）�

　〃　　 �
（種子）�

ロサリオ�
（副産物）�

　〃　�
 （油脂）�

　〃　�
 （種子）�

サンロレンソ�
（副産物）�

　〃　 �
 （油脂）�

　〃　  �
（種子）�

第6図　港別農産物輸出量の推移(1993～2008)
資料：SAGPyA．�
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集
荷
場
は
生
産
地
内
も
し
く
は
半
径
20�
㎞
以

内
に
あ
り
、
加
工
施
設
や
港
湾
施
設
か
ら
の

平
均
距
離
は
3
0
0
㎞
で
あ
る
。
国
道
お
よ

び
州
道
の
地
域
別
整
備
状
況
は
第
1
表
の
と

お
り
で
あ
り
、
面
積
あ
た
り
道
路
延
長
は
経

済
の
中
心
で
あ
る
パ
ン
パ
地
方
が
最
も
長
く

な
っ
て
い
る
。�

鉄
道
は
1
9
9
0
年
代
前
半
に
民
営
化
さ

れ
、
貨
物
に
つ
い
て
は
民
間
6
社
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。
輸
送
能
力
は
6
社
合
わ

せ
て
、
貨
車
65
千
両
、
路
線
延
長
28
千
㎞
で

2
0
0
5
、
６
年
平
均
で
1
2,
4
1
8
千

ト
ン
の
穀
物
お
よ
び
副
産
物
の
輸
送
実
績
が

あ
る
。
民
営
化
以
降
大
き
な
投
資
は
行
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
逆
に
、
地
域
の
発
展
や
社
会

的
に
重
要
で
あ
っ
て
も
、
民
営
管
理
に
と
っ

て
経
営
的
に
収
益
性
が
な
く
な
っ
た
支
線
の

廃
止
す
ら
さ
れ
る
よ
う
に
徐
々
に
悪
化
し
て

い
る
。
利
用
者
に
よ
れ
ば
パ
ラ
ナ
川
沿
岸
の

ロ
サ
リ
オ
、
サ
ン
ロ
レ
ン
ソ
の
港
湾
隣
接
地

域
に
お
い
て
支
線
の
選
択
肢
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
列
車
の
遅
延
や
貨
車
の
利
用
回
転

率
の
低
下
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
方
が
好
ま
れ
る
悪
循
環
に
陥

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
鉄
道
は
距
離
が
長
い

ほ
ど
、
運
賃
コ
ス
ト
で
ト
ラ
ッ
ク
に
対
し
て

優
位
と
な
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
利
用
は
近
年
、

農
産
物
生
産
地
域
が
パ
ン
パ
地
方
か
ら
外
側

の
、
港
湾
か
ら
離
れ
た
北
西
部
お
よ
び
北
東

部
地
方
へ
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
重
要
性
は

増
し
て
き
て
い
る
。�

内
陸
水
運
に
関
し
て
は
、
は
し
け
は
、
運

送
容
量
と
運
送
経
費
の
関
係
か
ら
パ
ラ
ナ
川

水
路
網
隣
接
地
域
の
商
品
輸
送
の
た
め
の
最

も
効
率
的
な
輸
送
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
最

大
の
制
約
要
因
は
主
要
な
農
産
物
生
産
地
域

内
に
お
け
る
横
断
的
に
航
行
可
能
な
水
路
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
1
隻
の
は
し

け
の
平
均
積
載
量
は
1,
4
0
0
ト
ン
で
あ

り
、
貨
車
40
両
、
ト
ラ
ッ
ク
50
台
に
相
当
し
、

燃
費
で
は
1
ト
ン
あ
た
り
1
リ
ッ
ト
ル
消
費

で
2
5
0
㎞
は
ト
ラ
ッ
ク
の
23�
㎞
、
鉄
道
の

90�
㎞
に
相
当
す
る
。�

海
運
に
関
し
て
は
、
費
用
便
益
、
長
距
離

輸
送
の
地
理
的
条
件
お
よ
び
運
送
量
の
面
か

ら
農
作
物
お
よ
び
副
産
物
の
輸
出
に
お
い
て

優
れ
た
輸
送
手
段
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余

地
は
な
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
た
め
だ
け
で
な

く
世
界
貿
易
に
貢
献
し
て
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
を
除
く
購
買
国
は
大
規
模

な
も
の
と
し
て
南
ア
ジ
ア
、
日
本
、
ロ
シ
ア
お

よ
び
中
国
、
よ
り
小
規
模
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
距
離
は
輸
送
コ
ス
ト

を
決
定
す
る
要
素
で
あ
り
、
コ
ス
ト
削
減
を

可
能
と
す
る
の
は
貨
物
の
積
み
下
ろ
し
の
た
め

の
短
い
停
船
期
間
を
可
能
に
す
る
優
れ
た
港

湾
シ
ス
テ
ム
、
良
好
な
航
路
や
港
湾
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
近
年

に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
設
や
更
新
、
さ
ら

に
は
、
パ
ラ
ナ
川
に
お
け
る
ロ
サ
リ
オ
周
辺
の

港
湾
ま
で
最
低
水
深
32
フ
ィ
ー
ト
を
確
保
す

る
水
路
お
よ
び
進
入
航
路
の
常
時
浚
渫
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
て
き
た
。
距
離
は
輸
送
コ
ス
ト

の
主
な
変
数
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
効
率
性
の

向
上
は
、
船
の
遊
び
時
間
を
減
ら
し
、
回
転

率
を
上
げ
、
収
益
性
を
最
適
化
す
る
こ
と
か

ら
、
船
主
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
関
心
事

項
で
あ
る
。
一
方
、
航
路
の
水
深
が
深
く
な
る

と
、
よ
り
大
規
模
な
船
舶
の
利
用
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
安
い
運
賃
で
よ
り
大
き

な
量
の
運
搬
が
可
能
と
な
る
。
以
下
、

2
0
0
6
年
に
お
け
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
農
産

物
輸
送
に
利
用
さ
れ
た
船
舶
の
種
類
の
一
般

的
な
特
徴
を
見
て
み
る
。
�

・
ハ
ン
デ
ィ
 : 

国
内
港
の
み
な
ら
ず
ブ
ラ
ジ
ル

南
部
、
ウ
ル
グ
ア
イ
向
け
の
農
作
物
、
油
脂
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 第1表　国道及び州道の整備状況�
資料：アルゼンチン道路局，連邦道路審議会．�

第7図　アルゼンチンの農産物輸出港�

注． 大西洋沿岸： ①バイアブランカ　②ネコチェア�
 ラプラタ川沿岸： ③ブエノスアイレス�
 パラナ川沿岸： ④サラテ　⑤グアス　⑥リマ　⑦サンペドロ�
  ⑧ラマジョ　⑨サンニコラス�
  ⑩ヴィジャコンスティトゥシオン　⑪ロサリオ�
  ⑫サンロレンソ　⑬ディアマンテ�

�
アスファルト
舗装率（%）�
�

33.0�
�

34.4�
�

33.4�
�

26.2�
�

27.2�
�

31.6

面積当たり延
長（km/km2）�
�

0.131�
�

0.067�
�

0.077�
�

0.107�
�

0.046�
�

0.086

延長�
（km）�

�
118,385�

�
37,492�

�
22,302�

�
25,437�

�
36,321�

�
239,937

アスファルト
舗装率（%）�
�

24.3�
�

20.6�
�

17.6�
�

17.9�
�

12.2�
�

20.8

面積当たり延
長（km/km2）�
�

0.115�
�

0.053�
�

0.060�
�

0.094�
�

0.035�
�

0.072

延長�
（km）�

�
104,466�

�
29,507�

�
17,428�

�
22,327�

�
27,708�

�
201,436

アスファルト
舗装率（%）�
�

98.0�
�

85.4�
�

90.2�
�

85.9�
�

75.5�
�

88.4

面積当たり延
長（km/km2）�
�

0.015�
�

0.014�
�

0.017�
�

0.013�
�

0.011�
�

0.014

延長�
（km）�

�
13,919�

�
7,985�

�
4,874�

�
3,110�

�
8,613�

�
38,501

地　域�
�
�
パンパ�
�
北西部�
�
北東部�
�
クージョ�
�
パタゴニア�
�
全　国�

国　　　道� 州　　　道� 合　　　計�

の
輸
送
に
よ
く
利
用
さ
れ
る
。
ハ
ン
デ
ィ
を

さ
ら
に
分
類
す
る
と
ス
モ
ー
ル
ハ
ン
デ
ィ

は
排
水
量
2
万
ト
ン
以
下
、
ハ
ン
デ
ィ
は

排
水
量
2
万
か
ら
4
万
ト
ン
、
喫
水
34
フ

ィ
ー
ト
、
長
さ
1
8
0
〜
2
0
0
m
、
幅
26

〜
28
m
、
ハ
ン
デ
ィ
マ
ッ
ク
ス
は
排
水
量
約

4.5
万
ト
ン
、
喫
水
38
フ
ィ
ー
ト
で
あ
る
。�

・
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
 : 

排
水
量
5
2,
5
0
0
ト

ン
、
長
さ
2
2
0
〜
2
7
0
m
、
幅
30
〜

32
m
で
パ
ナ
マ
運
河
を
通
航
す
る
要
件
を

満
た
す
。
農
産
物
輸
送
に
は
排
水
量
6
〜

7
万
ト
ン
が
最
も
利
用
さ
れ
る
。�

・
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
 : 

長
さ
2
7
0
m
を
超
え
、

農
産
物
輸
送
に
は
余
り
利
用
さ
れ
な
い
。

パ
ナ
マ
運
河
を
通
航
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

排
水
量
10
万
ト
ン
以
上
で
主
に
鉱
石
に
用

い
ら
れ
る
。�

�
船
種
の
選
定
は
積
出
港
だ
け
で
な
く
、
行

き
先
の
港
に
も
よ
り
、
特
に
水
深
に
制
約
さ

れ
る
。
港
に
よ
っ
て
は
満
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
主
な
港
に
お
け
る

2
0
0
6
年
に
お
け
る
農
作
物
お
よ
び
固
体

の
副
産
物
運
搬
に
は
ハ
ン
デ
ィ
（
ス
モ
ー
ル

ハ
ン
デ
ィ
を
除
く
）
お
よ
び
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス

が
最
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
デ
ィ

は
航
海
数
の
56
%
、
輸
送
量
の
49
%
、
パ
ナ

マ
ッ
ク
ス
は
同
31
%
、
46
%
、
ス
モ
ー
ル
ハ

ン
デ
ィ
は
同
13
％
、
5
％
、
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ

は
同
0.2
％
、
0.6
％
を
占
め
る
。
行
き
先
別
に

見
る
と
ハ
ン
デ
ィ
の
航
海
数
は
ブ
ラ
ジ
ル
19

%
、
ス
ペ
イ
ン
9
%
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ペ
ル

ー
各
7
%
、
イ
タ
リ
ア
6
%
。
パ
ナ
マ
ッ
ク

ス
の
場
合
は
よ
り
長
距
離
向
け
と
な
り
、
中

国
16
%
、
オ
ラ
ン
ダ
15
%
、
ス
ペ
イ
ン
8
%
、

マ
レ
ー
シ
ア
7
%
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
5
%
で

あ
る
。
2
0
0
8
年
に
農
産
物
積
出
実
績
の

あ
る
港
は
第
7
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、

す
べ
て
パ
ン
パ
地
方
内
で
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
州
の
大
西
洋
岸
、
パ
ラ
ナ
川
（
エ
ン
ト

レ
リ
オ
ス
州
と
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
州
お
よ

び
サ
ン
タ
フ
ェ
州
と
の
州
境
を
な
し
、
ウ
ル

グ
ア
イ
と
の
国
境
を
な
す
ウ
ル
グ
ア
イ
川
と

合
流
し
ラ
プ
ラ
タ
川
と
な
り
大
西
洋
に
注
ぐ
）

沿
岸
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
各
港
湾
と
も

幹
線
道
路
に
近
接
し
て
い
る
。
港
別
の
輸
出

は
第
6
図
の
と
お
り
、
サ
ン
ロ
レ
ン
ソ
55
%
、

ロ
サ
リ
オ
23
%
、
バ
イ
ア
ブ
ラ
ン
カ
11
％
、

ネ
コ
チ
ェ
ア
6
％
と
な
っ
て
い
る
。
油
脂
、

副
産
物
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
４
港
で
ほ
ぼ
全

量
を
占
め
る
。
大
豆
に
限
る
と
サ
ン
ロ
レ
ン

ソ
と
ロ
サ
リ
オ
で
97
%
を
占
め
て
お
り
、
大

豆
加
工
施
設
も
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
ロ
サ
リ
オ
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
1
9
8
0
年
代
半
ば
以
降

は
サ
ン
ロ
レ
ン
ソ
の
規
模
拡
大
が
著
し
く
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
同
港
に
は
12
カ
所
の
農

産
物
輸
出
用
ふ
頭
が
あ
り
内
1
9
9
0
年
代

後
半
、
2
0
0
0
年
代
後
半
に
そ
れ
ぞ
れ
3

カ
所
ず
つ
新
設
）、
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
や
民
間

企
業
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
。�

�


